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星の子便り第4号です。今回はメンバー 
の思いを集めた構成でお送りします。 
あたたかなメンバーの思いが垣間見えて 
きます。お楽しみください。	
 
今月のトピック 
○１月・２月の活動報告（上岡）	

○３月の活動報告（鈴木） 
○企画に参加して心に残ったこと（吉田・西田・栗原） 
○キッズに参加しようと思ったきっかけ（山根・小宮） 
○お弁当の話（中島・上岡） 
○キッズ雑感（大魔王） 

１月企画「世界の国をのぞいてみよう」	
  
　（モロッコ新聞、ブラジル新聞）	


＜1月・2月活動報告＞��
2013.1.20「世界の国をのぞいてみよう」�
��大人参加人数：34名�、子ども32名�
2013.2.17 「みんなでレッツAKB�
~Akabane kids Bnad」�
��大人参加人数：30名、子ども21名�
� 世界の国をのぞいてみようの企画で私は
高学年(Kaくん)と低学年(Koくん)の男の子
と同じ班になりました。あみだくじでプレゼ
ンテーションをする国を決める際にサッ
カーを習っているKoくんはブラジルがい

い！と言っていました。Kaくんは何処の国
がいい？と聞いたところこKo君がブラジル
がいいと言ってるからそこがいいと答えま
した。	

よし！絶対ブラジルひくぞ！とお兄さんらし

く立ち上がったKaくん。	

まさかなとは思いましたが結果は見事にブ
ラジルでした！私もKo君も大喜びでした。
そのあとも二人とも真面目に取り組み協力
して発表することができました。	


年下の子を思いやる優しいKaくんとそれを
素直に喜ぶKoくんがとても可愛らしくて癒
やされたのが印象に残っています。	
  
	
  
みんなでレッツＡＫＢではドラムを楽しそう
に演奏する女の子(Aちゃん)の姿が印象的
でした。	


ドラムもギターも熱心に練習している
姿を見て将来どんな女の子になるん
だろう？中学生になってブラスバンド
部とかに入るのかな？など想像する
のが楽しかったです。	


最後に舞台の上で一緒にＡＫＢのダ
ンスを踊りました。	

シャイでおとなしい感じの子(Kちゃん)
が一緒に舞台に上がってくれたことが
とても嬉しかったです。	

私も人前で発言したり行動したりする

ことは苦手なのですがあの瞬間は二
人で一歩成長出来たような気がしまし
た。	
  
（上岡）	


２月企画「みんなでレッツAKB！	
  
〜Akabane	
  Kids	
  Band	
  〜	




＜3月活動報告＞�
2013.3.17「川口グリーンセンターへ
お出かけ」�
大人参加人数：24名、子ども19名	
  
ご縁があって今年から星の子キッズ
の活動をお手伝いさせて頂いていま

す。	

メンバーの方から活動概要を伺い、ガ
イダンスでは少々手こずるようなお話
も伺ったなかで、これまで3度の企画
に参加させていただきました。	

なかでも心に響いたのが、3月の遠足

（川口グリーンパーク）でした。それま
での2回のイベントでは直接子どもた
ちと向き合うというより、一緒にイベン
トに参加する感じでしたが、遠足では
一緒に歩き、一緒に遊び、一緒にお弁

当を食べて密な時間が過ごせました。	

そのなかで、子どもたちと本当の親子
のように過ごせたことが私にとっては
幸せな時間でした。またまわりの方々

も我が子（甥、姪、孫？）のように子ど
も達と接し、私たちの周りに幸せな空
気が漂っていました。	

その分、園に帰ってからは少しだけさ
みしい気持ちになりました。	


それでも、これからも長く子どもたちの
成長に携わることができ、子どもたち
が少しでも幸せを感じてくれるきっか
けになればと思っています。	

有難うございます。これからも宜しくお

願いいたします。（鈴木）	
  

＜企画に参加して心に残ったこと＞��
「名前を呼ばれて」�
�
私は、2013年の1月からキッズの活動に加
わり、これまで1月と2月の2回活動に参加し

ました。 1度目は、子どもと接するときの距
離感が掴めないまま 終わってしまい、その
日の自分の行動がよかったのか 悪かった
のか、よくわからないというのが初参加の感
想でした。 2度目もやっぱり「子どもとの接し
方はこれでいいのか？」思いつつ参加して

いました。が、その日の最後 にちょっぴりう
れしいことがありました。	
  
その日担当 していた子どもが「○○ちゃん」と
呼んでくれまし た。1度目のときもそうでした
が、子どもたちはだいた い「ねえねえ」とか

で呼びかけてきていました。そんなものだろ
うなと思って特に気にも留めていなかったの
ですが、呼ばれてみると思ったよりもうれし
かったです。まだ2回しか活動に参加してい
ませんが、「名前 を呼ばれた」というのが一

番心に残っています。 今後は、「名前を覚え
てもらう！」というのを目標に 参加していき
たいと思います。（吉田）�

３月企画「川口グリーンセンターへ
お出かけ」	
  

「笑顔をもらって」�
	

私がキッズを始めて、もうすぐ５ヶ月が経とう
としています。参加した企画はいくつかあり
ますが、どの企画に参加していても印象的

なことがあります。それは、子どもたちの『笑
顔』です。	

星美ホームには色々な事情を抱えた、たくさ
んの子どもたちがいます。優しい子、明るい
子、口が少し悪い子、勉強が苦手な子…	
  
さまざまな個性をもった子どもたちがいる中

で、私がキッズの活動を通して見る子どもた
ちは、みんな『笑顔』なのです。	

もちろん、それぞれ笑顔の理由は違います。
仲良しのお友達やキッズの方と話すのが嬉
しい、企画そのものが楽しい、どんなおやつ

を貰えるかワクワクしているなど、子どもた
ちの人数だけ理由があることでしょう。	

けれど、私は子どもたちの『笑顔』を見るだ
けでキッズを始めてよかったと心から思いま
した。	
  



＜お弁当の話＞��
 
私の覚えているお弁当の思い出は、
小学校のとき遠足や、運動会でお父

さんが作ってくれたお弁当です。	


小学生時代に大学生のサークル団
体に遊び相手をして頂いて楽しかっ
た感覚を思い出し、今度は子どもた
ちが大人になったときに同じような気
持ちを持ってもらえるように何か支援

できればと思ったことが参加のきっか
けです。	
  
実際はボランティアという枠を超えて
逆に子どもたちからたくさんの元気を
もらえますし、活動を通じて大人も子
どもたちも成長できる素敵な活動だと

感じています。（山根）	
  
	
  
桜が満開となった3月下旬、今年は
少し早かったですね。満開の桜を見
ると、こころがウキウキして幸せを感

じられます。日常生活の中で、ふとし
た瞬間に幸せを感じられるのも自分
のこころが満たされているからなので
しょうか。	

私がキッズに参加しようと思ったのは、

多くの子ども達に充実した時間や気
持ちをたくさん体験してもらいたかっ
たからです。	

様々な環境の中で育ち、これからど

んどん成長していく子ども達にとって
人に対し感謝すること、時には助け
合い支え合うことの大切さを知ってほ
しいなと思いました。	

当たり前な事なんですが、私たち大

人にとっても忘れがちなことですよね。	

キッズに参加することで、子ども達の
成長のお手伝いをしつつ、私たちも
子ども達から学ばせてもらうことがた
くさんあるのではないかと思います。	


これからの活動もそんな気持ちでメン
バーの皆様と励んでいきたいです。	
  
（小宮）	


…誰かを『笑顔』にするのは難しいことです。
子どもたちも一人の人間である以上、『笑
顔』を強制することは出来ません。	

だからこそ、キッズの活動で子どもたちが
『笑顔』を見せてくれたこと。それが私にとっ

て心に残りました。	
  
（西田）	
  

＜キッズに参加しようと思われたきっかけ＞��
 
日常の仕事以外でも、人との触れあいを通
じて誰かの役に立てることができればと考

えていたところに『星の子キッズ』のホーム
ページを偶然拝見しました。	


「忘れられない」	
  
	
  
私がキッズの活動に参加して、1番心に
残っているのは、学ボラでのことです。	

中学3年生の長期休みの宿題のお手伝い

をすることになった際、最初は勉強を教えら
れるか不安でした。ですが、いざ始めてみ
るとその子の方から、ここ問題出して！な
ど、言ってくれたのですごくスムーズに進み
ました。	

そうこうする内にお互い慣れて来て、テスト

の勉強をすることになりました。	

暗記したいところがあったようで、最初は朗
読して覚えようとしていました。しかし、だん
だん飽きてしまっていたようだったので、私
が暗記する時に使っていた方法を伝えて見

ました。すると、とっても覚えやすい！と言
いながらスラスラ進んで行き、何回か繰り
返したあとテストすると完璧でした。その時、
私のことを見て目を輝かせながら、楽し
い！と言ってくれました。	


この時はたまたま気分転換に成功しました
が、普通は飽きてしまい集中することが困
難なとき、新しいもの、方法を提供したりす
るのは難しいと思います。	


でも、あの時の楽しそうな笑顔が忘れられ
ないので、どうしたら集中できるか、どういう
関わりが良いのかを考えながら今後も活動
したいと思います。（栗原）	




編集部から	
  
今号に声をお寄せくださったメンバーの方々、あり
がとうございます！星の子キッズはホームページ
も近日中にリニューアルオープンする予定です。お
楽しみに！（吉留）	
  
今号は文字数多め。キッズメンバーの声、思いが、
皆さんに伝わると嬉しいです。メンバー誰しもがい
ろんな思いを抱いてキッズに参加してるんですよ
ね。なんて素敵な人たちなんだ。（渡辺）	
  

今後の活動予定	
  
４月２１日（日）：「あらかわ遊園
に遠足に行こう！」	
  
５月１９日（日）：「星美ホーム運
動会」	
  
６月１６日（日）予定：お料理企画	
  

　子どもたちは我々が思う以上に大人を
見ておる。甘え加減の頃合を見図りつつ。
子どもたちに必要なるは何であるか吾輩
はよく判らぬが、子どもたちのためなどと
奢る気を持たず、一緒に楽しむというそ

れだけで良いのではなかろうか。（大魔
王）	
  
	
  
子ども同士の会話の中で大人っぽい内
容がところどころにあり毎回楽しませても
らってます。	


『女性に年齢を聞くのは失礼なんだよ。こ
の前テレビでやってた』と小学校一年生
の女の子。	

『大人になりたくないな。仕事とか色々大
変でしょ？』と高学年の女の子。	


大人をからかうような発言を言う時もあり
注意しなければいけないと思いつつ、い
つも笑ってしまい注意できずにいます。
（上岡）	
  

いつもはお母さんがお弁当を作ってく
れることが多く、その時々にお父さんも
料理が好きなこともあり、お願いすると
作ってくれました。	
  
普段忙しいお父さんもいざ作ってくれる

と、いろいろ凝ったお弁当を作ってくれ
たのです。メニューは肉巻きおにぎりや
サーモンのムニエルみたいなものがあ
りました。	
  
今思いかえすとそれをあけて自分のた
めにこんなに作ってくれたこと、あと友

達に「美味しそう」って言われたり、
ちょっと分けたりするのが嬉しかったの
です。そして帰ったあとお弁当の感想
を必ず聞かれていました。作ったお父
さんも私がどういう風に食べたのかす

ごく気にしてたんだなと思います。	
  
だから今私も食べてくれる子どもたちを
想像して喜んでくれそうなメニューを考
えて、ちょっとでも心に残るお弁当を作
れるように、楽しんで作っています。

（中島）	
  
	
  
お弁当で唯一反応してくれたのは私が
作ったものではなく私の母が作ったも

のでした。ちょっと複雑な気持ちになり
ましたが次回は喜んでもらえるように
頑張ります！	
  
（上岡）	


＜キッズ雑感＞��
 
　我輩に寄稿依頼が参った。何やら
テーマも与えられたが、残念ながらご
期待に沿うにはテーマが難しい故、た

だの雑感を記すことに致す。	
  
　この半年で数回のイベントに参加致
したが、若者の真摯な取り組み姿勢に
敬意を払おう。まるで親であるかのよう
に叱り・褒める。気になる点があるとす
るならば、若干教科書的でありすぎる

ところであろうか。	

　一方、子育て終了組は、祖父・祖母
的な接し方が特徴であろう。叱るは親
に任せ、褒め・煽て・許すのみ。どちら
が良い悪いはなかろう。	



